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d～N14Kク以外はすべて危険な牧草ということにな

る。一般に牧草（イネ科草）の高位生産には，N多肥

と併用してEの多用が行なわれるが，このようにKの

多用はK／Ca＋Mg比を異常に高めるので注意が必要

K／Ca＋Mg比

であろうし，また，今後N多肥時におけるKの施用法

について，ミネラルバランスの面からの険討が重要と

考えられる。
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第3図　Ⅳ水準と刈取次別K／Ca＋Mg比（利用2年目）

4　ま　　と　　め

窒素水準の差異とオーチャードグラスの化学成分お

よび乾物収塵の関係について検討した結果の要約は次

のとおりである。

1乾物収量はN増肥で増・大するが，その増収傾向

は刈収時期やK水準の違いで異なった。特にⅩ多用の

効果は1番草で高く，他の時期では頗著でなかった。

2　N08－Nは水準を高めるにつれて増加するが，

NO3－N O．22‰／DMを越えるものは1回追肥量NlO

Kか′10a以上の場合に多く．特に夏季～秋季に高まりや

すい。

5　N増肥に従って含量が増すミネラルはNaであ

り，低下するものはPであった。K，Ca，Mg　は刈取

時期，K水準に影響され必ずしも一定の傾向を示さな

かった。

4　Ca／℡比はN増把で大となるが，ほとんどのも

のが適正範囲にあった。K／Ca＋Mg比はⅣ増肥で小

さくなるが，Kを多用することにより比率を異常に高

める（1．8以上）ことが分かった。

（文献省略）

サイレージ用とうもろこしの品種比較について

有　賀　正　人

（福島県畜試）

1　ま　え　が　き

飼料としてのとうもろこしの利用方法は種実を浪厚

飼料にする方法と，青刈りおよびサイレージにして粗

飼料として利用する二つの方法に大別できる。日本で

のとうもろこしの利用は青刈りおよびサイレージ用と

しての利用が圧倒的に多い。そこで当場では昭和57

年からサイレージ用とうもろこしの品種比較試験を継

続してきたので，その結果を報告する0
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2　試　験　方　法

1区面揖および区制

12郡・1，2～5区制

2　栽培様式

瞳帽80叫　株間50（湖，2粒播

間引後1本立て（a当り417株）

第1表　供試　品　種

5　施肥過（基肥a当り晦）

堆肥120，消石灰占，尿素1．5，

ヨーリン5．7，塩加1，2

4　播種期

5月占日

5　供試品種（第1表）

品　　種　　名 合

ホワイトデント　コーン

とうもろこし　交1号

ク　　　　交5号

ク　　　　交7号

長　　　　交　285号

〃　　　　500号

〝　　　　52d号

ク　　　　554号

ク　　　　5dd号

〝　　　　518号

459　　WDC

488　　オクゾル早生

（ⅠvIS45×655）

459　　W工〉C

（MS41×499）

941　　W】）C

491　WI）CmS

491　　WDC

745　　五城

×　159　－1在来毯

×　　408　W18eOn81n　551

×　　408　Wi8eOn81n　551

×　　592　大デッチ

×　488　オクブル早生

×　598　愛媛5号

×　　598　愛媛5号

×　744　安別当

×　55　Reid18　Early Y8110W

注）　供託品種は5カ年以上栽培した。

5　試　験　結　果

1　雄穂抽出，絹糸抽出期

第2表に示したとおり誰穂抽出の早い品種は交5，

第2義　雄穂絹糸抽出期

交7であり．おそい品種は長交285，長交588であ

った。絹糸抽出期は全品種とも8月になってから抽出

し，雄穂抽出の早い品種が絹糸抽出も早い傾向を示し

た。

ホ ワ イ トデ ソ ト 交 交 交 長 交 長 交 長 交 長 交 長 交 長 交

コ　　 ・一一　　　 一／ 1 5 7 2 8 5 5 0 0 5 2 6 5 5 4 5 6 6 5 1 8

A ． 堆 穂 抽 出 期

月　 日 月　 日 月　 日 月　 日 月　 日 月　 日 月　 日 月　 日 月　 日 月　 日

7 ．　 5 0 8 ． 2 7 ， 2 8 7 ． 2 7 8 ． 4 8 ． 1 7 ． 5 0 7 ． 5 1 8 ．　 5 8 ． 1

B ． 網 糸 抽 出 期 8 ，　 8 8 ， 9 8 ． 2 8 ． 5 8 ．1 0 8 ， 7 8 ． d 8 ． 8 8 ． 1 1 8 ， 8

8　 －　 A 9 7 7 d d d 7 d 8 7

2　糊熟期および糊熟期までの日数

刈収適期にあたる糊熟期が最も早かった品種は交S

で8月17日であり，次いで交7が早かった（第5表）。

したがってこの二つの品種は糊熟期までの日数が104

第5蓑　糊熟期および糊熟期までの日数

～10d日であった。糊熟期までの日数が最もかかった

品種は長交586で121日を要し，最も早い交5と比

較して17日おそかった。

ホワイトデント
コ　 ー ：／

牢 亨 字 熟考 号晶 季題 菅晶 莞晶 青馬

糊　　　 熟　　　 期
月　　 日 月　日 月　日 月　日 月　日 月　日 月　日 月　日 月　 日 月　日

8．　28 8．27 8．17 8．20 8．21 8．26 8．27 8．24 9．　7 8．5 1

糊熟期までの日数 115 110 104 106 104 115 114 115 121 117

標　 準　 偏　 差　 士 11 10 5 4 11 d 占 8 8 d
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5　梓長　　　　　　　　　　　　　交285で5日＝刀であり・ついで交1が長く・ホワイ

この試験は毎年同一条件で行なった結果，第4表に　トテントコーンより12m虜かった0短梓種は交7・

示すとおり偏差は比較的少なかった0梓長の妓長は長　交Sで・とくに交7は長交285より98m短かった0

第 4 表　 枠　　　 長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＼L〝り

ホワイトテント 交 交 交 長 交 長 交 長 交 長 交 長 交 長 交

コ　　　 ー　　 ：／ 1 5 7 2 8 5 5 0 0 5 2 6 5 5 4 5 8 8 5 1 8

梓　　　　　 長 5 0 2 5 1 4 2 5 8 2 2 0

5 1 8 ！ 2 8 1

5 0 5 5 0 5 2 7 5 2 7 4

標　 準　 偏　 差　 士 5 9 2 5 1 5 2 2 2 7 1 7 l 1 2 8 5 5 1 4

4　着雌穂高 であった。交7以外の全品砧の着雌穂高は1m以上で

地表から雌穂付着節までの長さを測定した結果は・　あり・そのうち5品種は140～＝0‘Ⅶの範囲内であ

第5表に示したとおりであり■最長は交1で171‘潤　った〇

に達した。交7は供試した品種のうち最も短く92cm

第5未着雌穂高　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（m）

ホワイトデソト 交 交 交 長交 長交 長　交 長　交 長　交 長　交

コ　　　ー　　 ：／ 1 5 7 2 8 5 5 0 0 5 2 8 5 5 4 5 8 6 5 18

着　　 穂　　 高 1 58 1 7 1 1 1 2 9 2 1 6 8 1 5 2 1 5 1 1 4 8
1 4 1 15 1

標　準　偏　差　士 12 8 1 5 8 － 5 1 0 1 5 1 5 1 0

注．長交285の着雌穂高は1カ年の成顔である0

5　収量

糊熟期に達した品種を地上約5m以下から刈り取っ

て計畳した結果は第8表のとおりであり，最多収品種

は長交588で，10a当りス000Kgに透した○つぎに

収量が多い交1は6．940KPであったが，偏差が最も大

第8表　収　　　量

きかった。交7は4．450Kクで，標準品種であるホワイ

トデソトコーンよりも1．95DKク少なかったが，偏差は

最も小さかった。供試10品機中8品種の収量がd・DOO

～てODOKクの範囲内であった0

（K忌／a）

ホ ワイ トデ ソ ト

コ　 ー　 ン′

交

1

交

5

交 長 交 長 交 長　 交 長　 交 長　 交 長∵交

7 2 8 5 5 0 0 5 2 8 5 5 4 5 ° 8 5 1 8

収　　　　　 量 8 4 0 8 9 4 5 0 1 4 4 5 8 1 8 d d d 8 4 7 d D O 7 0 0 6 7 1

標　 準　 偏　 差　 ± 8 5 1 5 1 1 0 0 4 0 d d 1 0 1

l

9 9 1 0 5 1 0 5 8 9

4　考　　　　　察

1サイレージ用とうもろこしの栽培にあたり特に

注意すべきことは倒伏せず，収量の高い品種を選定す

ることだが，この試験の結果から倒伏に対する具体的

数字は得られなかったが，梓長，着雌穂高が長く，か

っ．着雄穂重の重い交1，長安285は倒伏する危険が

大きい品種と云える。

2　先主も多収な品種は長交5ddで10a当りスODO

Kかこ達した。この品種の梓長は275仰で供試した品種

のうちでは梓長が5番目に短いが，茎が太い結果，収

盛が高かったと考察され，有望な品種であろう。ただ

し，糊熱期までの日数が最もかかるため・後作の栽培

にあたり，作物選定に考慮する必要があろう。

5　交7は梓長が最も短く倒伏する危険は少ないが・

収受が政も低かった。しかし，交7は当場で行なった
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密植栽培試験（1）では良い成績をあげているので，こ

の品種の栽培にあたっては密植すべきであろう。

引　用　文　献

1）昭和41年鑑福島県畜産試験場試験成績年報

サイ　レージの開封時期と品質の変化

′」、野寺幸雄・木下善之も花成昭吾

（東北農試）

1　ま　え　が　き

わが国では乾草調製時期に降水産が多いという宿命

的な自然条件下にあるので，乾草調製が幽蟻であるば

かりでなく，収偉した乾草も低品質のものが多い。

このため，気候に支配されることが少なく，かつ，

家畜の省力管理，あるいは，年間の粗飼料給与の均衡

などより，多頭化が進むほどサイレージによる通年飼

尭体系に慮い用心がもたれ，一部においてはすでに実

施されつつある。

しかし，サイレージによる通年飼養については，長

期単一給与量，サイレージの品質，とくに夏期利用時

における品質の悪変など，なお多くの問題が残されて

いる。

本試験はサイレージによる通年飼養体系，とくにサ

イレージの開封利用時期別に品質の悪変が少ない適正

な利用日数をは捏するため，スタックサイロを用いて

サイレージの開封利用時期と品質変化の関係について

調査したもので，その結果を報告する。

第1蓑　開封時期とサイレージの品質の変化

2　試　験　方　法

1　サイロ型式：スタックサイロ

2　開封利用期間：4月15日～5月15日（29日

周），7月21日～8月211（15日間），11月18

日～12月24日（50日間），12月24日～4月

19日（117日間）の4地理

5　取出し幅と量：25～40叫　250～470KP

（1日1回）

4　材料および貯蔵量：オーチャードグラス，1～

5番草，高水分1処理5．000－54，ODOKクをフォー

レージハーベスターで刈取貯蔵

5　品質調査：pHはガラス電極pH・メーター，有機

頑はフリーク民法，評点，評価は畜試（42年8月）

のサイレージ試験実施要領によった。

る　試験結果と考察

1開封時期と品質の変化

開封時期とサイレージの品質の変化を調査した結果

開 封　 月　 日
品 貨 調 査

月　 日

開 封 後

の 日数

p 訂 有　 機　 威 （痴）

評 点 評 価

利　 用　 率 （喀）

乳　 酸 酢　 酸 酪　 酸 対 貯 蔵 量 対 製 品 盈

4 月 1 5 日

4 月 1 8 日 2 日 4．0 1．8 1 0．4 7 0．1 5 7 8 良

8 1．4 9 （5．8

5 月1 0 日 2 8 日 4．5 1．1 1 0．4 9 0．5 2 5 5 可

7 月2 1 日

7 月2 1 日 1 日 4．0 t d d D．5 6 0 8 8 倭

8 管9 9 7 57 月 2 8 日 8 日 4．5 1，1 2 0．7 5 0 8 0 良

8 月　 2 日 1 5 日 4．5 1．0 7 0．d 4 0．1 2 占0 可

1 1月 1 d 日
1 1 月1 6 日 1 日 4．1 1．7 5 0．4 5 0．0 5 9 0 優

8 1．9 9 8．1

1 2 月 1 4 日 5 0 日 4．2 1．5 9 0．5 9 0．1 2 7 5 良

1 2 月 2 4 日

1 2 月2 5 日 2 日 4．0 1．4 8 0．4 8 0 8 8 優

8 5．5 9 0．92 月 1 0 日 4 9 日 4．1 1．5 5 0．d 5 0．1 2 7 0 良

4 月 1 5 日 1 1 1 日 4．5 ■1．2 1 0．7 5 0．2 4 5 5 可

注．利用率は貯蔵量および製品量に対する利用量の割合

＊現北海道農試




